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函館白百合学園中学高等学校 
発行者：髙橋 眞理子 
発行日：令和２年 

１２月２４日（木） 
 

＋ 

 

 

 

 

 

  

頑張れ！ 応援します 
 

 

師走、世の中が慌ただしく動いています。 

年の瀬を迎えたいつもの光景がコロナ禍で一層、そう感じます。 

さて、コロナ禍で揺れた２０２０年ですが、その中でも白百合生は一足早く、笑顔の

花を咲かせました。今年も白百合生はなりたい自分探しをし、なりたい自分に向かっ

て邁進し夢を叶えました。その生徒たちの声をお届けします。 

白百合はなりたい自分に向かってステップを踏んでいくみなさんを応援し、サポートします。白百合で

なりたい自分への道をどうぞ切り開いてください。 

頑張れ、みなさん。体調に気を付けて、この大変な時期を乗り越えてください。 

白百合はみなさんを応援しています。 

 

 

総合型選抜入試、学校推薦型選抜入試 終了！ 

 

 

 

 令和３年度は、入試の上でも大きな変革がありました。従来の「大学入学センター試験」が「大学入学共通テスト」に

変わるということは、すでにご存知の中学生も多いでしょう。それと共に、推薦入試の仕組みも変更になっています。

名称もそうですが、入試や合格発表の時期も変わりました。さらに今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で様々

な予期せぬ事態が多々ありましたが、その中でも、本校の高校３年生は、頑張って進路を達成しています。 

 

 

【解説】 

●総合型選抜…詳細な書類審査と時間をかけた丁寧な面接等を組み合わせる

ことによって，入学志願者の能力・適性や学習に対する意欲，  

目的意識等を総合的に評価・判定する入試方法。 

 

●学校推薦型選抜…出身高等学校長の推薦に基づき，調査書を主な資料としつ

つ，他に自らの考えに基づき論を立てて記述させる評価方法（小論

文等）、プレゼンテ ーション、口頭試問、実技、各教科・科目に係

るテスト、資格・検定試験の成績などを活用して評価・判定する入

試方法。 

 

 

 

 

第２号 
SHIRAYURI –祈り- 

ようこそ まりこの部屋へ 

- 学校長通信 - 

Senior 
High 

School 

第３号は 
年明けに掲載する 

予定です。 

解説します。 



2 

 

3年間の努力が実りました！ 

 

 

                          

         
 

 
宮本 歩奈さん（３Ｌ）  

 
■ずばり、３年間を振り返ってどうですか？ 
―正直言うと、つらいことが多かったです。とにかく勉強においては、勉強をすればするほど出来ないところ
が見えてきて、思い通りにいかないことも多くて、落ち込むことが多かったんです。あと、高１の時は、ＬＢ特
講が（特に数学が）本当に長くて辛かった（笑）。でも、高２になったら、ＬＢ特講が全然辛くなかったのは、
不思議だった。先生方がよく言う「勉強体力・忍耐力がつく」とはこういうことか、と思いました。 
 
■なぜ函館白百合学園のＬＢコースに進学しようと思ったのですか？ 
―中学の時の塾の先生の勧めです。少人数だから、私に合っている、と。先生に質問もしやすいだろうし、進
路相談もしやすいだろう。３年間クラス替えもないから、気安いんじゃないかって。 
 実際にその通りでした。先生方は本当に親身になってくださる方が多くて信頼できました。 
 
■進路を決めた時期は？ 
―高２の時に行きたい学部は決めていました。福祉局での体験が大きかったと思います。私は最初国公立大学
を目指して勉強していましたが、高３の夏に、指定校推薦一覧を見て、「あ、私のやりたいことができる」と思
って、立教大学の経営学部に決めました。 
 
■ＬＢコースに来て良かったことは？ 
―職員室前ロビーや図書室など、勉強するところがたくさんあって、環境が整っているところが良かったとこ
ろです。 
 ＬＢ特講も、今振り返ると本当にためになった。前も言いましたが、１年生の時は、ＬＢ特講が本当につらか
ったです。自分の勉強の仕方がわからなくて、授業になかなか集中できなかった。 
 でも、2年の時に、長時間授業を集中している体力と忍耐力がついていると気が付いたんです。ただ、今度は
勉強しても勉強してもなかなかわからない、成績が上がらない（特に模試！）というつらさに向き合わなければ
なりませんでした。多分、私、去年が一番泣いたと思います（笑）。「なんでわからないんだろう…」って。で   
も、そういう時は、気持ちを切り替えて、他の科目を勉強するとかしました。 
 
■よく気持ちが切り替えられるようになりましたね。そうできるようになったきっかけってありますか？ 
―自分を振り返ってみると、高２が転機だったと思います。特に高２の秋ごろに一番変わったと思う。私は「
ＬＢカルテ」という日々の勉強の記録を付けていたのですが、それを使って自己分析をする習慣が付きました。
例えば、計画を立てても、絶対にそれ通りにできない自分に気が付いて、「私って、思いの外、まじめじゃない
んだなーって（笑）。」 
 あと、カルテを毎日つけていたからこそ、自学自習の重要性に気づけたし、集中の仕方も覚えたと思います。
定期の反省とか、そういうものの積み重ねを経て、自己分析が徐々に濃くなっていくのが分かりました。一年生
の時と違って、深くなっていました。その分、危機感も増したと思います。 
 
■福祉局の体験が進路選択につながったと言っていましたね。 
―福祉局は活動日が限られていて、兼部がしやすいということで入ったのですが、高２の後期からは局長にな
って、本当に苦労しました。 
 私、もともとリーダーとして人をまとめるという経験がなかったんです。ダメなことをダメってはっきり言え
ない自分に落ち込みました。でも、カレンダー市とかバザーとかの準備をしながら、裏方の仕事を体験できたこ
と、そしてたくさんの福祉団体を知ることができたことが、将来経営学を学びたいという思いにつながったんで
す。将来フェアトレードに関われたらと思っています。 
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■ＬＢコースの３年間は本当につらかったようですが、ここに来て後悔していますか？ 
―たしかにつらかったけれど（笑）、特に高２なんて「なんで勉強しているんだろう、私…」と何度も思いま
したが（入学前は、そこまで勉強、勉強と思っていなかったので・笑）、今は、ここに来てよかったと本当に思
えます。1年生の時なんて、本当に「サボりたい…」と何度思ったかしれません（笑）。でも辛いことを経ている
からこそ、絶対に勉強体力はつく。それは間違いない。 
 あと、少人数が本当に居心地が良かったです。先生との距離も近かったから、安心して 3年間が過ごせたと思
います。それがＬＢコースに来て良かったと思える点です。 
 
 
 
 
上智大学 総合人間科学部 社会学科  
上智大学 神学部 神学科 
白百合女子大学 人間総合学部 児童文化学科  
白百合女子大学 人間総合学部 発達心理学科  
立教大学 経営学部 経営学科 
同志社大学 政策学部 政策学科 
聖心女子大学 現代教養学部東京女子大学 現代教養学部 人文学科 日本文学専攻 
女子美術大学 芸術学部 アート・デザイン表現学科 ファッションテキスタイル表現領域  
東京女子大学 現代教養学部 人文学科 日本文学専攻 
北翔大学 教育文化学部 教育学科  
函館大学 商学部 商学科（特別奨学生３種 入学金免除）  
北海道医療大学 薬学部 薬学科  
奥羽大学 歯学部 歯学科 
日本航空専門学校 国際航空ビジネス科 エアラインコース 
函館厚生院看護専門学校  
Nilai University Foundation in Business  
 
 

 

                   3年間の努力が実りました！  
 

 

 

 
安丸 紗里杏さん（３Ａ）  

 

 髙田 美咲さん（３Ｂ）  

宮川 れほさん（３Ｂ） 
    
 

 ※以下 安丸さん：Ｙ  高田さん：Ｔ  宮川さん：Ｍ 
■みなさん、進路を決めたのはいつ？ 
Ｔ：私は、今年の夏です。地元のもう一つの大学と迷っていました。もともと英語が好きで、もっと勉強したか

った。卒業しても英語を活かしたいと思っていて……。自分のやりたいことができる、というのが決めたき
っかけです。 

Ｍ：私は、今年の２月ごろ。もともと公務員になりたいと思っていて（祖母から勧められて興味を持っていたん
です。）、公務員試験を受けるのならば早めに準備をしなければ…と。 

Ｙ：私は高２の秋です。友達に数学の勉強を教えることが多くて、そんな時、「先生になったら？」と言われて
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数学の知識を深めたい…と。それから数学が勉強できて、数学指導のエキスパートになるための大学を探し
ました。 

 
■合格を決めるまでの苦労は？ 
Ｙ：自己推薦文を１２００字書かなくてはいけなくて、第３回定期考査と同時期だったので、時間がなくて大変

でした。担任の先生や、教科担当の先生に相談にのってもらって書きました。 
Ｍ：私は、公務員試験の１次試験が筆記試験だったので、まずはそれを突破しなくてはなりませんでした。参考

書を買って、とにかく解きました。家に帰ったらすぐテキストを解く、という感じでやり切りました。学校
の勉強との両立が大変でした。 

Ｔ：私は、「英語を勉強したい」という気持ちははっきりしていたけれど、将来何になりたいかは決まっていな
かったんです。大学で勉強してどういう職業に就きたいか、いろいろ調べました。その中で、航空関係、特
にグランドスタッフという職業に就きたいという気持ちが出てきました。いろいろな国の人と関われて、様
々な文化に触れられます。私、人と関わるのが好きなんです。 

   受験では、国語、数学、英語の筆記試験がありました。過去問がなくて、提示されていたのは範囲だけ。
だから学校の教科書を使って苦手の克服をしました。その際、担任の先生や教科担当の先生に助けてもらい
ました。 

 
■奨学生を狙うと決めた時の心境は？ 
Ｔ：もちろん不安はありました。私、正直勉強できないんです。しかも合格できる人数も少ない。でも、とにか

く頑張って狙ってみようと決意しました。 
 
■それだけ頑張って、合格した（あるいは、奨学生になった）時の気持ちは？ 
Ｍ：やってきたことが報われたーって。今までやってきたことは無駄じゃなかったって思いました。 
Ｙ：私はまず信じられなかった。インターネットで自分の番号を見た時は、「本当に？」って（笑）。 
Ｔ：私は合格通知が郵送されていて、家に帰ったら母が先に見ていました（笑）。もちろん、親子で喜びまし   

た。 
 
■ところで、高校はなぜ函館白百合学園を選んでくれたの？ 
Ｔ：母が卒業生で、高校時代が本当に楽しかったと聞いていたからです。スクールバスもあるし、学習会もある

し、いろいろ考えると総合的に考えて学費は安いと判断しました。 
Ｍ：私は曾祖母、母、姉が卒業生です（笑）。姉は違うコースの卒業生ですが、毎日本当に楽しそうに学校に行

っていました。仲間がいっぱいいて、うらやましかったんです。実際に入学してみて、姉が楽しそうにして
いたのは嘘じゃなかったと思いました。私も本当に楽しかった。 

Ｙ：私は中学の時に志望していた大学が、指定校推薦の中に入っていたのが一番の理由です。もし、進路変更が
あったとしても、指定校推薦が豊富にあるので、それがいいな、と思いました。 

 
■部活動での思い出はありますか？ 
Ｙ：私は編集局に入っていました。入部の時に顧問の先生から勧誘されたんです（笑）。「しらゆり」の編集の時

はけっこう大変でした。 
Ｍ：私は中学でも入っていた放送局に入りました。実は人前に立つ機会が多いのが苦労でした（笑）。毎回緊張

して、終わった時には毎回「やり切った！」という思いでいました（笑）。 
Ｔ：私は高２の後期から、小学校時代の友人の誘いでバスケ部のマネージャーになりました。ルールなんて全く

知らないから、1から覚えなくちゃいけなくて…すごい苦労しました。でも、部活をやっていたから、コー
スを越えて話せる友人が出来たのだと思います。あと、修学旅行とか、体育祭とか、行事を経て、ＬＢコー
スの子とか、看護医療系進学コースの子とか話せる機会が増えていった気がします。 

Ｍ・Ｙ：そうそう。確かに…。 
 
■実際に白百合に入学してみてどうでしたか？ 
Ｔ：3年間、あっという間でした。今振り返ってみて、自分が本当に成長したと思えます。勉強への向き合い方

も身についたし、友達関係についても、いろいろあったけど全体的にポジティブになれました。 
Ｍ：中学と違って、人と関わることが多くて、また集団行動とかも最初は不安だったけれど、今思うと、それほ

ど大変じゃなかった。とにかく友達に恵まれたと本当に思います。 
Ｙ：先生方が本当に親身になって指導してくださいました。推薦入試においても自己推薦文の書き方、面接指導

など、本当にいろいろお世話になりました。私は、中学が大人数だったので、高校で少人数になることに不
安を抱えながら入学しました。でも少人数だからこそ、中学の時より人とのつながりは深かったな―と思い
ます。 
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北海道教育大学函館校 国際地域学科 地域協働専攻 地域環境科学グループ 
函館大学 商学部 商学科 推薦型選抜奨学生（授業料年額２５万円給費２ヵ年） 
日本医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻  
藤女子大学 文学部 日本語・日本文学科  
明治大学 法学部 法律学科 
東京医療保健大学 立川看護学部 看護学科 
東海大学 健康学部 健康マネジメント学科 
城西大学 薬学部 薬学科  
  
函館大谷短期大学 コミュニティー総合学科 特待生 A（入学金全額免除・授業料一部免除） 
函館大谷短期大学 こども学科 特待生 C（入学金全額免除） 
函館短期大学 保育学科３ （うち 特奨生Ｃ １名） 

 

 

函館看護専門学校 
函館市医師会看護・リハビリテーション学院 理学療法学科  ４名  
函館市医師会看護・リハビリテーション学院 看護学科 ２名  
函館臨床福祉専門学校 介護福祉士科 
函館理容美容専門学校 美容科 特待生（入学納入金から 10万円免除） ２名  
函館歯科衛生士専門学校 ２名 
大原簿記公務員情報医療専門学校 公務員コース  
日本工学院北海道専門学校 ＣＧデザイナー科  
北海道芸術デザイン専門学校 産業デザイン学科 イラストレーション専攻  
イムス横浜国際看護専門学校 看護学科  

 

 

 
辻木材株式会社 総合職   
AK ビデオ有限会社 制作職  
日本郵便株式会社 窓口コース（北海道支社エリア）  
北斗市役所 一般職  
スタジオビー 
フィジー語学留学 

        

                        

 

 

 

 
松川愛果さん（３Ｈ）  

 

■なぜ函館白百合学園の看護医療系進学コースに進学しようと思ったの？ 
―医療実習があって、早いうちから薬学の仕事を見られると思ったからです。入学前から、薬剤師に強い興味
を持っていました。でも、高校に入ってから具体的に薬剤師を目指すにあたって、進学にあまりにもお金がかか
ることにびっくりしました。 
 
■経済的に進学が難しいかもしれないと思った時の心境は？ 
―たぶん高２の時だったと思いますが、現実を突きつけられたという感じで、すごいショックでした。国公立
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大学を目指せる学力はないと思いましたし、私立大学の薬学部では経済的に無理だ…と。でも、なかなかあきら
めきれなかった。そんな時、当時の担任の先生から、病院で奨学金を出してくれるところがあるかもしれないと
いう話がありました。結果的には、青森新都市病院が新設された時期と重なり、連携している青森大学への進学
であれば、薬剤師に対する奨学金も出せるということになって…。 
 
■薬剤師への道が見えてきたんですね。 
―はい。それでも学費を考えると、授業料免除も併せて獲得する必要がありました。 
 
■授業料免除を目指そうと決めた時の心境を教えてください。 
―一言でいうと「賭け」。不安が大きかったです。もし失敗したらと考えました。でも、頑張ったらとれるか
もしれないなら、やろうと思った。薬剤師になるという目標達成のためなら、どこにでも行く。どれだけでも頑
張る、と。 
 
■受験勉強の様子を教えてください。 
―特に受験科目の理科、数学、英語に力を入れました。授業はもちろん、模試の復習や、講習にも参加しまし
たし、目標がはっきりしていたからモチベーションは下がりませんでした。苦手だったのは小論文でしたが、学
校に残って先生に何度も添削をしていただきました。十数回以上書いていると思います。 
 
■合格を知った時の気持ちはどうでしたか？ 
―最初は「間違いかな？」と（笑）。信じられなかったし、涙も出てこないくらい呆然としていました。親に
連絡したとき、親は会議中だったみたいですが、携帯を見て泣いたそうです（笑）。チャレンジして良かった   
と、心から思いました。 
 
■後輩や、これから白百合学園を目指そうとしている中学生にメッセージをお願いします。 
―函館白百合の先生方は、本当に手厚くサポートしてくださいます。先生方が道を示してくれ、その通りに進
んでいったら合格が勝ち取れた。受験を終えて、今、本当にこの学校で良かったと思いました。 
 後輩の皆さんには、進路達成にはいろいろな道があるし、目標に向かってどんなルートでもあきらめないで頑
張ってほしいと思います。白百合の先生は、ちゃんとサポートしてくださいます。あとは、３年間あっという間
なので、勉強だけでなく、楽しむことも大事だと思います。私は、特別な思い出があるわけではないけれど、毎
日が楽しかった。このクラスで良かった。良い仲間に出会えたと思います。 
 振り返ると、何か一つズレてたら、今の結果はなかった。白百合に入った時から、今につながる運命が始まっ
ていたのだと思います。大学に進学しても、勉強を頑張ろうと思います。 

 

 

 

 

札幌市立大学 看護学部 看護学科 
天使大学 看護栄養学部 看護学科 
北海道科学大学 保健医療学部 看護学科   
北海道医療大学 看護福祉学部 看護学科 
北海道医療大学 リハビリテーション科学部 作業療法学科  
日本医療大学 保健医療学部 看護学科  
日本医療大学 保健医療学部 診療放射線学科  
青森大学 薬学部 薬学科（特奨生ａ：授業料全額免除） 
東京家政大学 健康科学部 看護学科 
大東文化大学 スポーツ・健康科学部 看護学科 
 
函館厚生院看護専門学校 ２名 
函館看護専門学校  
函館市医師会看護・リハビリテーション学院 作業療法学科 ３名  
独立行政法人 国立病院機構 北海道医療センター附属札幌看護学校 ２名 

 

 

 

東京農業大学 生物産業学部 食香粧化学科   
北翔大学 教育文化学部 芸術学科 


